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双
十
節
祝
い
、日
台
の
経
済
関
係
強
化
へ

第
２
次
世
界
大
戦
に
は
約
８
万
人

の
軍
人
・
軍
属
を
含
め
約
２０
万
人
の

台
湾
人
が
徴
用
さ
れ
、
約
３
万
３
千

人
が
犠
牲
に
な
り
、
約
２
万
人
が
行

方
不
明
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

記
者
会
見
で
台
湾
メ
デ
ィ
ア
の
注

目
を
浴
び
た
の
は
、
翼
友
会
の
事
務

局
長
で
先
の
大
戦
で
は
海
軍
の
航
空

隊
員
と
し
て
参

戦
し
た
濱
松
昭

氏
（
８９
）
と
崎

濱
秀
光
氏

（
８７
）
だ
。
先

の
大
戦
で
航
空
戦
に
携
わ
っ
た
元
兵

士
で
構
成
さ
れ
る
翼
友
会
は
高
齢
化

が
進
み
、
現
在
は
５
人
程
度
し
か
会

員
が
い
な
い
。

崎
濱
氏
は
、
土
地
提
供
を
し
た
理

由
と
し
て
、
「
戦
後
、
日
本
政
府
は

台
湾
に
何
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
ま
で
何
も

や
っ
て
き
て
い
な
い
。
韓
国
人
と
同

じ
よ
う
に
戦
後
補
償
が
な
い
の
が
気

に
な
っ
た
」
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
、

「
戦
争
が
終
わ
り
日
本
人
が
台
湾
か

ら
引
き
揚
げ
る
時
に
大
和
魂
を
忘
れ

て
し
ま
っ
た
が
、
台
湾
の
元
兵
士
に

は
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と

を
う
れ
し
く
思
う
」
と
述
べ
た
。

濱
松
氏
は
、
「
多
く
の
台
湾
人
は

大
東
亜
戦
争
で
航
空
隊
に
志
願
し
、

亡
く
な
っ
た
人
が
多
い
が
、
誰
が
亡

く
な
っ
た
か
も
分
か
っ
て
い
な
い
」

と
述
べ
、
台
湾
出
身
の
航
空
隊
戦
没

者
の
８４
人
の
名
簿
を
紹
介
し
た
。
そ

の
上
で
、
「
塔
の
土
地
を
提
供
す
る

こ
と
で
、
少
し
で
も
台
湾
の
人
々
の

心
に
報
い
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
う
れ

し
い
」
と
話
し
た
。

翼
友
会
の
両
氏
に
加
え
、
記
者
会

見
に
は
中
山
成
彬
元
国
交
相
、
「
台

湾
之
塔
」
建
立
期
成
会
に
当
た
る
日

台
平
和
基
金
会
の
當
山
正
範
理
事
、

廣
瀬
勝
理
事
、
台
湾
側
か
ら
は
台
湾

教
授
協
会
の
許
文
堂
教
授
、
高
雄
市

関
懐
台
籍
老
兵
（
退
役
軍
人
）
文
化

協
会
の
呉
祝
榮
理
事
長
が
出
席
し

た
。中

山
氏
は
、
「
第
２
次
世
界
大
戦

で
は
、
欧
米
に
よ
る
ア
ジ
ア
の
植
民

地
支
配
を
救
お
う
と
日
本
が
立
ち
上

が
っ
て
韓
国
や
台
湾
か
ら
多
く
が
参

戦
し
た
こ
と
は
日
本
で
も
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
」
と
述
べ
、
台
湾
之

塔
が
で
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
正
し

い
歴
史
観
が
日
本
に
広
ま
る
こ
と
に

期
待
を
示
し
た
。

廣
瀬
氏
は
、
「
日
本
の
統
治
下
に

あ
っ
た
台
湾
の
戦
没
者
の
慰
霊
碑
が

な
い
の
は
英
霊
に
対
し
て
失
礼
。
政

府
の
不
作
為
を
感
じ
る
」
と
指
摘
し

た
。呉

氏
は
、
「
台
湾
南
部
の
原
住
民

ら
が
命
を
懸
け
て
戦
っ
た
こ
と
を
認

知
し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
、
外
国
の

公
用
地
で
慰
霊
碑
が
で
き
た
こ
と
の

意
義
は
大
き
い
と
強
調
し
た
。
ま

た
、
「
こ
れ
ま
で
の
台
湾
政
府
に
は

英
霊
に
対
す
る
敬
意
を
感
じ
ら
れ
な

い
」
と
中
国
に
対
し
て
配
慮
し
過
ぎ

る
姿
勢
を
痛
烈
に
批
判
し
た
。

沖
縄
の
一
行
ら
は
蔡
英
文
総
統
の

最
大
の
支
持
団
体
「
小
英
之
会
（
蔡

英
文
友
の
会
）」（
顔
志
發
会
長
）
が

ば
ん
さ
ん

主
催
し
た
歓
迎
晩
餐
会
に
出
席
し

た
。民

進
党
の
洪
耀
福
事
務
局
長
は
、

「
蔡
英
文
総
統
の
父
親
は
戦
時
中
、

満
州
に
派
遣
さ
れ
た
」
と
述
べ
た
上

で
、
翼
友
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
沖
縄
か

ら
の
訪
問
者
に
歓
迎
の
意
を
示
し

た
。
日
台
関
係
に
つ
い
て
、
「
総
統

は
最
重
要
視
し
て
い
る
」
と
し
、
民

間
や
学
者
が
お
互
い
に
協
力
し
て
関

係
を
さ
ら
に
強
固
な
も
の
に
し
た
い

と
述
べ
た
。

中
山
氏
は
、
「
日
本
は
戦
争
に
負

け
て
台
湾
に
迷
惑
を
掛
け
た
」
と
述

べ
、
「
今
後
は
少
し
で
も
台
湾
の
た

め
に
役
に
立
つ
日
本
で
あ
り
た
い
」

と
謝
辞
を
述
べ
た
。

一
行
は
さ
ら
に
、
民
進
党
の
重
鎮

の
政
治
家
、
実
業
家
や
学
者
ら
に

次
々
と
温
か
く
迎
え
ら
れ
た
。
概
し

て
沖
縄
と
台
湾
の
相
似
性
や
心
情
的

な
距
離
の
近
さ
を
感
じ
て
い
る
様
子

だ
っ
た
。

民
進
党
の
呂
秀
蓮
元
副
総
統
は
、

中
国
の
脅
威
を
念
頭
に
、
「
戦
争
で

は
小
さ
い
国
が
仕
掛
け
て
負
け
る
こ

と
が
多
か
っ
た
が
、
今
後
は
台
湾
、

沖
縄
共
に
戦
争
を
し
な
く
て
済
む
よ

う
に
努
力
し
た
い
」
と
述
べ
た
。
そ

の
上
で
、
台
湾
が
目
指
す
べ
き
は
ス

イ
ス
と
同
様
な
永
世
中
立
国
だ
と
訴

え
た
。

ま
た
、
民
進
党
の
姚
嘉
文
元
主
席

は
、
「
沖
縄
は
台
湾
と
同
じ
よ
う
に

交
易
で
発
展
し
、
強
い
関
心
を
持
っ

て
い
る
」
と
述
べ
た
。
台
湾
之
塔
に

つ
い
て
は
「
日
台
関
係
を
よ
り
密
接

に
す
る
も
の
」
と
の
認
識
を
示
し
、

来
年
６
月
２３
日
の
「
慰
霊
の
日
」
に

は
公
私
を
問
わ
ず
沖
縄
を
訪
問
し
た

い
意
向
を
示
し
た
。

今
回
の
台
湾
訪
問
に
つ
い
て
中
山

氏
は
、
「
戦
前
か
ら
の
本
省
人
（
台

湾
人
）
に
は
親
日
家
が
多
く
、
父
親

か
ら
日
本
統
治
時
代
の
話
を
聞
い
て

育
っ
た
子
供
た
ち
も
親
日
派
に
な
っ

て
い
る
と
実
感
し
た
」
と
振
り
返
っ

た
。
蔡
英
文
政
権
に
は
日
本
重
視
の

姿
勢
を
感
じ
、
「
中
国
か
ら
の
圧
力

に
屈
し
な
い
で
ほ
し
い
」
と
締
め
く

く
っ
た
。

先
の
大
戦
に
お
け
る
台
湾
出
身
の
犠
牲
者
を
顕
彰
・
慰
霊
す
る
「
台
湾
之
塔
」
の
基

礎
部
分
が
沖
縄
県
糸
満
市
摩
文
仁
の
平
和
祈
念
公
園
内
に
完
成
し
た
こ
と
を
受
け
、
塔

の
土
地
を
提
供
し
た
沖
縄
翼
友
会
（
玉
那
覇
徹
次
会
長
）
の
会
員
な
ど
塔
関
係
者
が
９

月
末
、
台
北
を
訪
問
し
、
現
地
で
記
者
会
見
を
開
い
た
。
台
湾
の
政
府
関
係
者
ら
は
塔

建
立
の
趣
旨
に
賛
同
、
共
感
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
。

（
那
覇
支
局
・
豊
田

剛
）

元航空隊員らが台北で記者会見
台北駐日経済文化代表処の那覇分処（蘇啓誠

処長）は７日、中華民国（台湾）の建国１０５周
年を祝う双十節レセプションを那覇市内のホテ
ルで開き、政財界などから約５００人が参加した。
蘇処長は、県工業連合会と台湾経済界が経済連
携の覚書を締結したことについて「互いのビジ
ネスチャンスが増える」と喜んだ。浦崎唯昭副
知事、西銘恒三郎衆院議員らがあいさつ。中琉
文化協会の国場幸一会長による乾杯の後、平均
年齢７４歳のシニア混声合唱団「アミーチ」がオ
ペラ曲を披露し、祝賀ムードを盛り上げた。

正
し
い
歴
史
観
浸
透
に
期
待

浦
添
市
長
選
が
４

カ
月
後
に
迫
っ
て
い

る
中
、
再
選
を
目
指

す
松
本
哲
治
氏
が
こ

の
ほ
ど
、
市
政
報
告

会
を
行
い
、
４
年
弱

の
市
政
を
総
括
し
、

再
選
に
向
け
て
強
い
意
欲
を
示
し

た
。
翁
長
雄
志
知
事
が
ど
ん
な
手
を

打
っ
て
く
る
か
気

掛
か
り
で
は
あ

る
。浦

添
市
は
日
米
両
政
府
の
合
意
に

よ
り
、
米
軍
の
那
覇
軍
港
の
移
設
先

に
決
ま
っ
て
い
る
。
儀
間
光
男
前
市

長
は
移
設
容
認
を
公
約
に
３
期
を
務

め
た
こ
と
か
ら
も
、
軍
港
の
浦
添
移

設
は
市
民
の
間
で
は
ほ
ぼ
決
着
済
み

の
問
題
だ
。
松
本
氏
も
出
馬
当
時
、

軍
港
の
容
認
を
表
明
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
２
０
１
３
年
２
月
の

市
長
選
の
最
中
に
、
自
民
、
民
主
、

社
民
、
社
会
大
衆
党
の
相
乗
り
候
補

を
刺
客
と
し
て
送
り
込
ん
だ
翁
長
氏

（
当
時
は
那
覇
市
長
）
が
、
「
浦
添

へ
の
移
設
と
は
切
り
離
し
て
那
覇
軍

港
を
先
行
返
還
さ
せ
る
」
と
明
言
し

た
。こ

れ
を
受
け
て
、
松
本
氏
は
「
浦

添
市
が
受
け
入
れ
ず
と
も
軍
港
が
返

還
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
賛
成
す
る

意
味
が
な
い
」
と
反
対
に
転
じ
た
。

三
つ
ど
も
え
の
選
挙
戦
を
制
し
て

松
本
氏
が
当
選
し
た
直
後
、
状
況
が

急
変
し
た
。
翁
長
氏
も
那
覇
市
の
城

間
幹
子
市
長
も
と
も
に
、
日
米
合
意

通
り
に
進
め
る
こ
と
を
支
持
。
こ
れ

を
受
け
、
松
本
氏
は
「
受
忍
す
る
」

と
表
明
し
た
。

城
間
氏
は
こ
の
ほ
ど
、
那
覇
市
議

会
定
例
会
で
「
浦
添
市
長
の
考
え
が

変
わ
っ
た
と
し
て
も
、
容
認
の
立
場

は
今
後
も
変
わ
り
ま
せ
ん
」
と
述

べ
、
那
覇
軍
港
の
浦
添
移
設
を
堅
持

す
る
方
針
を
確
認
し
た
。

普
天
間
飛
行
場
の
名
護
市
辺
野
古

沖
へ
の
移
設
に
伴

う
埋
め
立
て
に

「
い
か
な
る
手
段

を
用
い
て
」
も
反
対
す
る
こ
と
と
、

美
し
い
イ
ノ
ー
（
礁
湖
）
が
残
る
浦

添
の
海
を
埋
め
立
て
て
軍
港
を
造
る

こ
と
に
賛
成
す
る
こ
と
の
整
合
性
に

つ
い
て
、
翁
長
氏
、
城
間
氏
と
も
に

明
言
を
避
け
て
い
る
。

浦
添
市
長
選
は
来
年
２
月
に
投
開

票
予
定
。

（
Ｔ
）

浦
添
市
長
が
那
覇
軍
港�
受
忍
�

沖縄翼友会らが参加した記者会見には多くの地元記者が詰め掛けた
＝９月２９日、台北市の台大校友会館会議室

蔡政権幹部らも歓迎

▼
「
日
本
と
ア
ジ
ア
の
ト
レ

ン
ド
か
ら
学
ぶ
沖
縄
土
産
の

あ
る
べ
き
姿
」
セ
ミ
ナ
ー

１４
日
（
金
）
午
後
１
時
半
開

始
、
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美

術
館（
那
覇
市
）で
。
シ
テ
ィ

ス
ー
パ
ー
上
海
責
任
者
の
矢

野
貴
己
氏
が
「
日
本
と
ア
ジ

ア
の
ト
レ
ン
ド
か
ら
学
ぶ
沖

縄
土
産
の
あ
る
べ
き
姿
」
と

題
し
て
講
演
。
マ
ー
ミ
ヤ
か

ま
ぼ
こ
、
高
付
加
価
値
観
光

土
産
の
事
業
報
告
も
あ
る
。

入
場
無
料
（
要
事
前
申
し
込

み
）
問
い
合
わ
せ＝

ノ
イ
ズ

・
バ
リ
ュ
ー
社
（
電
）
０
９

８
（
８
６
０
）
６
０
７
７
。

▼
ト
リ
イ
ビ
ー
チ
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
パ
ー
テ
ィ
ー

１４
日（
金
）

と
１５
日
（
土
）
午
後
６
時
開

始
、
ト
リ
イ
ビ
ー
チ
（
読
谷

村
）
で＝

写
真＝

。
ハ
ロ
ウ

ィ
ン
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
コ
ン
テ

ス
ト
と
デ
ィ
ス
コ
パ
ー
テ
ィ

ー
が
米
軍
ト
リ
イ
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
ビ
ー
チ
で
開
催
さ
れ

る
。
各
賞
の
賞
金
（
総
額
３

千
�
）
を
獲
得
す
る
チ
ャ
ン

ス
。
入
場
無
料
。
問
い
合
わ

せ＝

Ｔ
ｏ
ｒ
ｉ
ｉ

Ｍ
Ｗ
Ｒ

（
電
）
０
９
８
（
９
１
１
）

５
１
１
１
。

▼
コ
ミ
コ
ン
・
オ
キ
ナ
ワ

１５
日（
土
）午
前
１０
時
開
始
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ォ
ス
タ
ー
（
北

谷
町
）
で
。
日
米
コ
ス
プ
レ

ー
ヤ
ー
た
ち
が
米
軍
基
地
に

集
結
。
ア
ニ
メ
、
マ
ン
ガ
、

小
説
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
取
り

扱
う
。
当
日
、
イ
ラ
ス
ト
を

提
出
で
き
る
。
ポ
ケ
モ
ン
に

関
す
る
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ

く
さ
ん
。
入
場
無
料
。
問
い

合
わ
せ＝

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
ス
ペ
シ

ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
部
（
電
）
０

９
８（
９
７
０
）５
８
２
８
。

催

し

日日台台友友好好強強めめるる�台台湾湾之之塔塔�

民間や学者が相互
協力し関係強固に

（１２）�第３種郵便物認可�平成��年（2016 年）��月��日

）

水曜日）


